
33 - 17
19 - 18
31 - 14

Ｃ 24 - 21
M コート

 

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 ＊ 0 0 15 20 1 1 2 5 6 11 0 1 2 1
2 0 0 0 1 1 0 0 2 0 1 1 1 1 0 0
3 0 0 0 1 1 0 0 1 0 3 3 1 0 0 0
6 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0
8 0 0 0 1 3 0 0 1 1 2 3 2 1 0 1
9 ＊ 0 1 4 4 3 3 3 0 1 1 0 4 1 0
10 0 0 1 4 5 2 2 2 0 4 4 0 0 1 0
11 0 0 0 7 9 0 0 1 2 3 5 1 2 0 0
13 0 0 0 0 0 0 0 1 0 2 2 3 3 0 0
14 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
24 ＊ 0 1 5 8 0 0 0 0 3 3 1 1 2 1
30 0 0 0 1 2 1 1 2 0 2 2 1 1 0 0
33 ＊ 0 0 2 3 0 0 1 0 0 0 1 8 2 0
36 ＊ 1 1 2 5 1 1 1 2 2 4 1 2 1 1
93 0 0 0 4 4 0 0 0 1 2 3 1 2 0 1

0 0 0 0 0
1 4 48 68 8 8 18 11 31 42 14 27 9 5

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
4 ＊ 1 1 1 3 0 0 3 1 0 1 2 0 0 0
5 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
6 ＊ 3 6 2 9 3 4 3 1 2 3 1 2 1 0
9 ＊ 0 3 5 8 0 0 0 2 0 2 1 1 2 0
14 ＊ 0 4 2 5 1 2 1 1 1 2 4 0 0 0
15 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
22 0 0 2 0 0 2 2 0 1 0 1 0 0 1 0
32 ＊ 1 6 6 11 2 2 3 1 1 2 1 3 4 0
35 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0
36 0 0 1 3 5 0 0 2 2 2 4 0 1 0 0
40 0 0 0 1 2 2 2 1 1 2 3 1 0 1 1
43 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
54 0 1 2 0 2 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0
61 0 0 0 0 1 2 3 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0
6 26 20 47 12 15 14 11 8 19 13 9 9 1
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藁田 颯 6 11

山本 涼司

70 200

山本 修太 3 9
中山 満樹 2 1

3
冨樫 拳斗 2 6
星野 零斗 0

17 36

大杉 飛翼 4 11

大庭 椋 0 4
高田 竜豪

24

清水 雄太 16 33
諏訪 裕亮 10 30

5

嵩原 樹 0 1
中寺 巧 5 24

粕谷 祐介 0
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流通科学大学

主審 幡丸 登志久 副審 木村 健太郎 / 佐藤 慎士

勝ち点0コ ー ト

戦評
【総括】
西日本を制した近畿大学にたちむかう流通科学大学だったが、さすがの西日本王者だ。#0パトリックや#24今村のイ
ンサイドに加え、#9濱高のゲームメイクにより少しの隙も見せないまま、終始近畿大のペースでゲームを進めリードを
許すことなく107-70という結果で近畿大が勝利を収めた。
【第1ピリオド】
スターティングメンバー、近畿大学#0パトリック#9濱高#24今村#33濱田#36榎田、流通科学大学#4中寺#6清水#9諏
訪#14松屋#32高田でスタートした。
先制点は、近畿大#9濱高のシュートでゲームをスタートした。ゲーム開始序盤から#0パトリックをはじめとする近畿大
学のインサイドによってゴール下のシュートが支配された。流科大も#9諏訪のドライブシュート、#4中寺#32高田のミ
ドルシュートで必死に食らいつくが、近畿大の激しいディフェンスとゴール下の支配によって33-17で第1ピリオドが
終了した。
【第2ピリオド】
ゲーム開始すぐに流科大#32高田のドライブシュート続けて#6清水の3Ｐポイントシュートによって第２ピリオドは流科
大の流れでスタートした。近畿大も#9濱高のブレイクとパスで相手をくずしてバスケットカウントなど勢いのある攻撃に
より流科大を突き放し、中盤47-26と徐々に点数を広げていった。だが、終盤に差し掛かると流科大#6清水のアシス
トやドライブなど見事なゲームコントロールによって残り1:30には47-35と得点が縮まったが、前半終了52-35で近畿
大のリードで終わった。
【第3ピリオド】
近畿大#0パトリック、#24今村とインサイドを中心に圧倒的なオフェンス力によってゲーム開始序盤から近畿大の勢
いでスタートした。流科大の#6清水の3Ｐシュートやドライブによって必死にくらいつこうとするが、近畿大の#0パトリッ
クの勢いが止められず、流科大、後半１回目のタイムアウト。だが、タイムアウト直後も流れは変えられず、第３ピリオ
ドを83-49で近畿大のリードで終わった。
【第4ピリオド】
流科大#36藁田のミドルシュートで始まった。流科大#32高田#6清水の3Ｐシュートが立て続けに決まり、前から当たる
激しいディフェンスによって相手のミスを誘い流科大の流れがきた。近畿大も#93大町のリバウンドシュート、ゴール
下、アシストにより近畿大の勢いを止め切ることができない。ラスト13秒#61中山の3Ｐシュートのフリースローをもらうな
ど最後まで諦めない粘り強さを見せるが、最終スコア107-70で近畿大のリードのまま終わった。
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勝村 圭介 10
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渡辺 新 0

今村 拓夢 10
坂口 颯馬 3
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濱田 貴流馬 4
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8
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2018年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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